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「小児外科」第５５巻第 8号（２０２３年 8月号）
特集　希少固形がんの診断と治療
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分子標的治療とゲノム医療  田尾佳代子
ゲノム解析と遺伝性腫瘍  中 野 嘉 子
胆道閉鎖症に発症したがん  佐々木英之
小児がんの胎盤転移  羽賀千都子
がんの母子移行  荒 川 　 歩
副腎皮質腫瘍  加 藤 実 穂
膵芽腫  宮 地 　 充
ラブドイド腫瘍  勝 見 良 樹
胸膜肺芽腫  三 藤 賢 志
軟部肉腫  孝 橋 賢 一
甲状腺がん  薄 井 佳 子
食道がん  高 橋 正 貴
大腸がん  川 野 孝 文
GIST  鮫 島 由 友
両側性腎芽腫  大 植 孝 治
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◇あとがき◇
　今年前半でのわたしのトピックスは「こども
家庭庁の創設」と「G7広島サミット」です。こ
ども家庭庁には期待しています。少子化社会対
策とこども家庭庁により，子どもをめぐるさま
ざまな問題が明らかになり，一つひとつ解決さ
れていくことが望まれます。特に，小児医療の
地域格差と集中化，搬送の問題は重要であると
思います。
　G7広島サミットでは，核の脅威を盾にした
ロシアのウクライナ侵攻中に，核を有する国々
の首相が広島平和記念公園を訪れました。この
ことは，強いメッセージになったと思います。
また，ウクライナのゼレンスキー大統領も参加
したことで，全世界からの注目度も増しました。
　戦争やコロナが解決して，少子化社会対策が
功を奏し，人々が子どもを産み，育てたいと考
えたときに，小児外科の役割はより重要になり
ます。特に，小児の緊急手術に適切に対応でき
るのは小児外科医であると思います。
　小児の緊急手術で 1番多いものは，急性虫垂
炎の手術です。今回は，急性虫垂炎の診断，治
療，研究の特集です。NCDのデータ（2016～
2018年平均）によると小児虫垂切除術の 52.8％
に小児外科医が関わっています。一方，鼠径ヘ
ルニア類縁手術では 92.4％です。緊急手術の小
児の急性虫垂炎では半数が成人外科医によって
行われていることには，さまざまな要因がある
と思います。第一は，成人外科医も急性虫垂炎
手術の経験があることから，小児に対しても手
術可能なことです。第二の要因として，緊急手
術のため転院，紹介をせずに手術が行われてい
ることが考えられます。今回の特集のなかに，
interval appendectomy や antibiotic-free treatment
など緊急手術を必要としない治療も含んでいま
す。成人外科医のいる施設との連携と，これら
の緊急手術を必要としない治療により，今後，
小児虫垂切除術における小児外科医の関与が高
まることを希望します。
 （浮山越史） 
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